






年代の若者はオートバイやヒッチハイク、そ て国鉄（現ＪＲ）の周遊券を手に地方を旅した。東京オリンピッ を経て大阪万博が行われた直後の一九七〇年一〇月に、国鉄のディスカバージャパン キャンペーンが始まった。キャンペーンは が提供し、永六輔さんがルポする旅番組『遠くへ行きたい』とともに大 トした。 『遠くへ行きた
い』の山口百恵が歌う主題歌には「巡り逢いたい」というフレーズが繰り返されたり、キャンペーンを企画した電通の藤岡和賀夫氏は同じ年に富士ゼロックスのキャンペーン「モーレツからビューティフルへ」の企画も担当していることから、ディスカバ ジャパンは、高度経済成長を達成した日本が物質世界の充実から精神世界の充実へとステージを進めたことを象徴していると考えられている。ディスカバージャパンは日本と自分自身を再発見す 企画であり、地方への旅を通して地域の暮らしを大切にすること、地域で 人々の支え合いを大切にすることを思い出させるものだった。　
若者を離れて当時の産業と社会を見ると、一九七〇年代半ばに、日



















始め、 「地域の特色を生かした教育」 、 「社会に開か 教育課程」 、 「地域学校協働」 、 「地域コンソーシアム」など、地域のニーズや地域の教育力と協働するようになり、これに合わせ 、徐々に教育 地域主義の動向が現れるようになった。われわれはこの動向を教育 地域主義的転回と呼ぶこととする。　
私たち「地域人材育成研究会」は、 高校魅力化型の高校改革を対象に、
量的データと質的データを収集・分析し、文科省や総務省の政策および地元の産業と社会からの要請がこれまで 主義から距離を置いてきた高校教育をどのように変容させたかを考察してきた。 『地域人材成研究』は、収集した教育の地域主義的転回のデータをアーカイブすることが創刊当初 動機であった。　
研究を始めてみると、高校魅力化は多様だし定義は暖昧であった。
ここで高校魅力化型の改革 共通項を探すならば、なに りもまず




















ている。 「主体的、 対話的で深い学び」 、 「社会に開かれた教育課程」 、 「チーム学校」 、 「地域学校協働」 、 「地域コンソーシアム」 、 「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学び」などである。いずれも重要な用語であるし 重要な原理である。　
しかし、これらいわゆる上からの原理とは別の原理で、目の前 生









述する島ヂカラを持っていること、地元の官民を挙げた支援を受けていること、道立から町立に移管したこと、コーディネーターを配置していない 一学年一クラスが定員であること、 （島根県の高校魅力化の原八校で ら四〇名定員の小規模校は吉賀高校 一校のみ） 、複数の大学から支援を受けていること、などの特徴がある。　
地域人材育成研究会は実践されている取り組みの素晴らしさはもち
ろんだが、それに加えて右に述べた特徴 考え 、今後の魅力化型高校改革のモデルになりうると考え 奥尻高校への訪問インタビューを行った。　
奥尻高校の地域の特色を生かした教育の一つ一つ、地域学 協働の































等学校となった。翌平成二九年（二〇一七年）からは全国募集を開始している（所在地域である檜山学区以外の上限 入 生の五〇％以内） 。
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町立移管の主たる目的は廃校化の回避であり、廃校化の危機に振り回されない高校教育の確立であった（町教委） 。町立移管によって、それまで町から離れた「丘 上の」奥尻高校が町との距離を一気に縮めたとされる（高校教員） 。　
募集人員は、 全日制課程普通科四〇名である。平成三一年度 （二〇一九















とは後退であると考える（清水校長） 。二〇一九年度は前年度から引き続き「観光」 、 「祭」 、 「海産物」 、 「農産物」 、 「自然エネルギー」
 、 「防災」
 





























































まなびじま奥尻プロジェクトの柱の一つに位置づけられ いる。支援している町役場の職員はインタビュー 中でただ頼まれ仕事をしているだけでなく、どのくらい教えたらいいのか、生徒の主体性をどのように考えたらいいのかと教育の視点か 生徒への接し方を考えていることが印象的であ 。　
最後になったが、
私たちの広い意味での研究仲間であり、
多くの刺
激をいただいている個人と研究グループ 研究を紹介したい
一つは、
地方の高校における進路指導に於いて、
大学進学は地域の人材を作る
ことすなわち将来の
U
ターンが意識されていることを示した研究で
ある（
上地
 二〇一九
） 。
もう一つは、
北海道大学のグループによる研
究で り、
教育行政学の関心から奥尻高校を何度も訪問して町立移管
の過程を詳細に分析し、
道による支援と高校の自律との新しい関係性
が期待できることを明らかにしている研究である（
篠原・高嶋・大沼
 
二〇一九、高嶋ほか二〇一九など） 。
〈引用・参考文献〉遠藤尚秀、二〇一八、 「わが国における地域経営論の萌芽
 －公共経営論の深化と
　　
地方分権改革
－ 」 『福知山公立大学研究紀要』
( 一
) 、五一
-
八七頁。
樋田大二郎・樋田有一郎、二〇一八、 『人口減少社会と高校魅力化プロジェクト
 : 
　　
地域人材育成の教育社会学』明石書店。
　
樋田大二郎、二〇二〇、 「地域活性化と連動している大三島分校の高校魅力化　　
（特集
　
各地の高校魅力化プロジェクトを紹介） 」
　『地域人材育成研究』 （二） 、
　　
三四
-
三七頁。
樋田有一郎、二〇 〇 「愛媛県立三崎高等学校せんたん部生徒インタビュー
 ( 特
　　
集
 各地の高校魅力化プロジェクトを紹介
) 」 『地域人材育成研究』
( 一
) 、六
　　
-
三三頁。
上地香杜、二〇一九、
「地方からの大学進学における日常的な進路指導
: 教師と
　　
生徒の認識に着目して」 『日本高校教育学会年報』
( 二六
) 、七二
‒
八一頁
　
Schum
acher,E.F. ・小島慶三・酒井懋（一九八六） 『スモール・イズ・ビューティ
　　
フル
 : 人間中心の経済学』講談社。
篠原岳司・高嶋真之・大沼春子、二〇一九、
「都道府県立高等学校の学校設置者
　　
移管に関する研究、北海道奥尻高等学校を事例に」 『北海道大学大学院教育
　　
学研究院紀要』
( 一三五
) 、七七
‒
一一一頁。
高嶋真之・大沼春子 尹景慧・淡路佳奈実・川村睦月・杉谷真実・田宮弘貴・松
13
地域人材育成研究第 3号　2020 年７月
尾奈緒・篠原岳司、二〇一九、
「
北海道奥尻高等学校の町立化に伴う変化
:
教職員・生徒・地域住民へのインタビュー調査より
」 『
公教育システム研究
』
( 一八
) 一
‒
二七頁。
玉野井芳郎、一九七八、 『エコノミーとエコロジー
 : 広義の経済学への道』みす
ず書房。
玉野井芳郎・清成忠男・中村尚司、一九七八、 『地域主義
 : 新しい思潮への理論
と実践の試み』学陽書房。
玉野井芳郎、一九七九、 『地域主義の思想』農山漁村文化協会。
